













本研究ではイントネーションの機能について、合成否戸を )IJ し、た Jr~(Jü 実験、先 li百 I放泊、らの
粋分析の li1iluiカミら分析を行った。特lこ r-"'--'んだ!という H~ よで Jj\l.れるノダ")どについて、 -Jij支
IYJ なと Yi-~)iiJと疑 nlj)どとの結びつきとは見なるのではないかとの仮説のもと、 JM;，き取りとうを話の
会つの実験と、 jどの機能とを関係づけ、:考察を試みた。
その結果、 ~{I T-均、ら「はい/いいえJといった田容の要求や併'if 史求を行う発話において、
1"'-'んだJ形式のノダ;文では、 |マ降イントネーションが現れるということがわかった。また、
文の機能の|羽わりとして、ピッチだけではなく、丈オミの持続 11寺 I~n 長 (duration) やインテンシ
ティの山わり考えられた口
キーワード:イントネーション、 |、ー 1)年制、ノダ j亡、 í~ んだ」、疑問丈
1.序論
1投1I1サにイントネーションは、疑問文の場合は上昇となり、平叙文の場合は非]:--昇とな
るといわれている。ところが、杉浦 (1997)において、疑問文で現れるべき場所に、 I~ な
んだめ j のような疑問文の形式ではない文型と、 I~'II年イントネーションとの組み合わせが
JJ~れることが指摘されている。杉山はこれを「受け入れのイントネーション j と 11子び、 1- {ìj~ 
+1極(I<jな受け入れj で「その情報に発話の直前に初めて気がついたJJj合に発百されると指
i"fl;iしている。
これに?を(似する例として、九¥まから帰るんだ」 とうを話された r~:~ 、聞き手は「発話者自






識と S~ なり、 I_;-Ii年司mが質問になるのではないか。
2. 質問に答えるJIラで iはい/いいえ」で返答するか、相手が帰ることを認識して応答
するカ、の元は、文末音 imij が I~~:J わっているのではないかc











中で|ムードの『の(だL~J は、対事|均「のだ J と対人的「のだ J に分かれ、それぞれ「関






















































































!換の結果、 l立12に示すとおり、ほ(王、 ¥1え訊jになる 1721いを准に、 8 -t子の終了点が 16~llz
以下に iて降する場合において、 ILj分が帰る J工場で、「十Hl三の質/!iJに符える j形式で応答する
という川答が多くなった。 反対に卜宇H-i年riJlij、特にけ i守!この終 r点が 2021χ 以 1-ー になる場合に
は相手が帰るよ工場として認識され、1l!cl‘の佐ぶを1nき手が認識して)，L;芥する場合が多いり
また、 d1苛開始からの上昇の度介いが、 0ヵ、ら 20Hχ のIMJはゆれが多くみられ、 1-c .わから
なしリという回答も多かった c
この二とから「んだ」という形式で現れるノダ文の場合、 ヒ長1.~)NJ ではなく、 fi年計loのJ易
合に疑「同文として認識されていることが昨かめられる口)反対に上昇淵の場合は疑 17¥1文では












図 2 聴取実験 回答分布
一一秒-a. .-) /ν ‘ そ"にJ二し
b. ，~')ず. !ι J ノ .'i./L .' 
一可必-l'. ~j );.)o i ，1どい
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ここでは、実際に話し干が{IJら均、の志ば|を内って発話を1J: う I~~ 、 j見れる ì'J，: ~)iiJ の去がとの
ような実態なの泊、という止J，に 11 し、発実験の分析を行う。また、 IVMfiにあたって、以
トの 3つω場17iを必定した。
場I-(Iの設定を与えでの紀文発Ijli0 (以ド、 1D:文うを J市)
2. I決断の台本から一場而を切りだし演技をして読んでもらう。(以卜司、 J);jI (J I凶技)
3. 談話等、 I~I 然発話。(jJ， f、i二!然会話)
短文発話は、場 IÚÎ や~\L~ '1青の li支J主を与えることにより、発話の[立jがどのように日:調に現
れるのかを Icl切としたものである口それに対し、場i出演技では先行の発話を'支け、それを
どのように解釈し反応するの均、を観察する口文脈的な解釈と、 ì~f 制の天:態の lïliÎ を {1M 察し
ていく。「短文発話」と j主い、感情表現や読み)]の指定をしないため、より自然な内省を再
現できると J考えられる口
|二の二っとは速い、 I~I 然発話では、場Il'ií も台市l も与えずに|当然な会話を htl壬していく。
何Î: 等の影響で詳細な分析は期待できないが、より自然な形で I~ んだ J 形式のノダ文を













































「個人の内省、における同じ丈での のパターン J rイ
におi'Jる び〉 の比較jの三つの
での 図のパタ
F ーて才 ト個人のIhJ ~~二/コし\-c_、 l矧，)U) 1日 V) ドr号!Fx:'. ('~ノ r\ つ
Hl¥ 、._/ ヒ。ツ び〉 3コ し¥
九び) I した っ.}と4 さを
の は為るが、文 ;こ向方言うに し、 ッチItl した。 3の f るよ lI」γ一j
話し 行Jヨ'J} においても、下 しているの f誰 きる
3 rいまから帰るんだJA，8，C，O比較(インフオーマント:HK) 
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HK) 「いまから帰るんだ」音響分析比較 (2) (インフオーマント
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図4""'7
8 rいまから帰るんだJE， F比較 (HK)
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で されるとは らなし、 O
く、他のインアォー ント 4 ヲ がある会















では、命令の i京に j二男と I~I年制の Id，)が





表 3 〔ね〕の高低差(単f立:Hz) 
τ仁 51士、 )去の
???
A C i) 
1く 金〉 1. 一76.77 ぃ氏 i広三 9 
¥ IL 62. I 、〉 150.5 -Htl. 9K 100.78 :35.9 
¥"¥1 iszi三 14.87 iら‘ n 8. ¥) 
hH I b.7 6/1 146. 1 O.分? 一:3H.7~) 9. I 
γ ついて、インフ マントごとび〉
上ヒ し もの ある L 、Q_
するJ ぴ〉
0) が ヘ 、i:、-
し1る?とが 治、る
~ 0; ~ん
が ってし 1ると ぺ二〉
ける i j はピッチの の:ま泊寸」、
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八 s 1) 
11¥ O. 1 Y7 0.208 O. J 2/1 0.227 O. :32 J 0.2芯:j
ILI O. :2討。 O. 22:3 O. 151 O. ny O. lilO O. 3SS 
Y¥l O. 193 0.2:32 O. J!l:1 O. nJ O.2h，1 O. 212 
iく1 O. 187 O. 207 O. 165 O. 17b O. :EiO 0.21 
一 一一








































図 10 rいまから帰るんだJB ピッチ曲線の比較
5 
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らどのような特徴が音調に現れるか観察を行った口分析対象はし\すとれの場而にも、 I~ んだ J
形式が現れ、 Jl つ、「ね J や「よ」といった終日)J詞や I~ んだって J I ~んだっけ」のよう
なJ安続のないものに限定した。
4.3.2.結果







サ夕、卜 も小林の になる {li]も iEし 1 えない c
ツ
関 1 rじゃあ、 ザゃいいんだ ?J
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(minimum pitch) ぴ 1在。 lでは
(maximum pitclりまたは長抵植 (minimum )を表し、





す da 会、ら dと1 1をヲiし1
し、マイナスであれば下降を
のピッチの変化
インフォーマント j'!1 1 (11χ) i '!1 2 (11χ) 山 1(11.) c1d 2 (11.) [daJ の高低差(1一!χ)
II( 173. S 117. (-i 111 . (l I HO. S g 38.9 
lIl' ¥ I! 177. S 1 bb. ~J 81. ~:l H 7(-i. 71 -5. 18 
Y¥ 11(¥. I 10/1. '1 10-1. 1 (= i . 112) 92. 97 、 一l1..13 
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r~ んだ J という形式のノダ丈においては、イント
見なり、 I~. rl-認ではなくドi年調が i¥Jの機右足圭
ションの 一IYJな
すっ







いて、 í~ んだ J 形式のノダ jどでは、下降イントネーションが現れるということが言える。
しカ=し、下降調で現れればすべてが「質問になる」とはいえない。発話実験において、



















(2) Praatによる音響分析の結果より、 ー番上の 2段については音声の強さを去す。ステレオ
録者を行ったため、左右それぞれのレベルが表示される。 3段目については、ピッチ 11線
とインテンシティ曲線が表示される。 4段目以降は TextGridを用い、作成した。 1二から発
話テキスト、音節ごとの i時間、音節 J~コのピッチの最高値と最低位を表示する。
(3) i[jんだ』形式のノダ;丈の文末Jでいえば、分析の対象は「んだJのみにするべきであろ
う。しかし、~ i~二は NJ 続 11寺 1111 長が短い場合、ピッチが観測されにくくなる。そのため、「た
[lS]J の音から観察し、 [tan] [da] の二つの節のピッチの現れ方を観察していく。
(4) 2-)-2の YM同様、I-IUの発話において、初期設定のピッチ1TI1¥値では、 [c1s]のピッチが
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